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展望地リフレッシュ事業の実施内容展望地リフレッシュ事業の実施内容
～手順～～手順～

①①事前調査及び事前調整事前調査及び事前調整
②②樹木の伐採樹木の伐採

③③伐採樹木の運搬伐採樹木の運搬
④④伐採樹木のチップ化伐採樹木のチップ化
⑤⑤チップの散布チップの散布
⑥⑥落ち葉掻き落ち葉掻き
⑦⑦維持管理維持管理

行政と地元やＮＰＯの協力が不可欠！

展望地再生マニュアル（抜粋）

①①事前調査及び事前調整事前調査及び事前調整

①請負業者（＋県、ボランティア団体代
表）とともに、伐採計画の検討および伐
採樹木の調査（樹種、樹高、直径）

②伐採樹木の調査結果を基に県民局
（＋地元市）とともに、伐採計画の検討
（保安林許可関係）

→→関係者に事業について広く伝え、協力を仰ぎ、関係者に事業について広く伝え、協力を仰ぎ、
よく調整しておくことが事業成功の鍵である！！よく調整しておくことが事業成功の鍵である！！

展望地再生マニュアル（抜粋）

（合意形成）
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②②樹木の伐採樹木の伐採

アカマツの伐採作業
残す樹木には目印をつけておく（ア
カマツ、コバノミツバツツジ等）

→安全管理、誤伐採の防止が重要！

目標とする植生を設定し、誘導（右写真）

アカマツ－コバノミツバツツジ群落（広島県火山園地）

展望地再生マニュアル（抜粋）

→

→

展望の改善

園路沿いもすっきり

前 後
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山陽

Ｈ１８．１１．１１

その後の

維持管理でも

ＮＰＯが

自主的

積極的に

活動実施

漁師が引き上げる網にはゴミが半分位
その１／３～１／２は陸上起源と推測
（関係団体アンケート調査結果）

流域社会を巻込む・広範な取組み努力→循環型社会形成へ

漁をしながら海底ゴミの回収・搬送に取り組ん
でいる若い漁師さん（寄島町漁業者：大室欣久氏）

瀬戸内海の海ゴミ問題と市民・ＮＰＯの活躍

（回収調査・写真提供：水島財団）

空き缶、タイヤ、建築廃材
プラスチック、家電、漁網、
ドラム缶、ビニール等
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環境行政とＮＰＯ・市民活動の連携・協働環境行政とＮＰＯ・市民活動の連携・協働
現在進行中の取組事例２現在進行中の取組事例２

２．瀬戸内海海ごみ対策検討会２．瀬戸内海海ごみ対策検討会

海ごみ（海底ごみ、漂流ごみ、漂着ごみ）

景観や生態系への悪影響や漁業への被害、処理費用の負担などの問題に対し、
各主体（各自治体、団体等）により対策が講じられてきた。

しかし、地域ごとの対症療法的な対策では抜本的な解決にまでは至っていない。

広域性、移動性のある海ごみ問題に対応するために
瀬戸内海のＮＰＯ等各主体が連携・協働し、
問題意識を共有して対応する必要がある。

→瀬戸内海海ごみ対策検討会の設置（平成１８年３月）

実態把握専門部会

瀬戸内海海ごみ対策検討会

環境行政とＮＰＯ・市民活動の連携・協働環境行政とＮＰＯ・市民活動の連携・協働
現在進行中の取組事例２現在進行中の取組事例２

瀬戸内海海ごみ対策検討会の構成瀬戸内海海ごみ対策検討会の構成

瀬戸内海の海ごみの発生抑制及び適正処理の推進を図るため、
関係機関・NPO等が海ごみ問題に関する共通認識を持って、
協働して対策を検討することにより
瀬戸内海の環境を維持及び保全することを目的とする。

関係機関・NPO等：
中国四国地方環境事務所、中国地方整備局、四国地方整備局、中国運輸局、四国運輸局、中国
四国農政局、第六管区海上保安部、瀬戸内海漁業調整事務所、岡山県、広島県、山口県、徳島
県、香川県、愛媛県、岡山市、倉敷市、広島市、福山市、呉市、下関市、高松市、松山市、岡山県
漁連、広島県漁連、山口県漁連、徳島県漁連、香川県漁連、愛媛県漁連、（財）水島地域環境再
生財団、（社）瀬戸内海環境保全協会、（財）おかやま環境ネットワーク、瀬戸内の環境を守る連絡
会

発生抑制専門部会（予定） 適正処理専門部会（予定）

磯部先生、藤枝先生、星加先生
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ全国事務局、瀬戸協、水島財団
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平成１８年１月

中国経済連合会

今後の方向性について１




